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膿感染対策委員会
　当院の基本理念である「患者さんにとって最も良い医療を提供する」を実現するため、患者さんや職員が医療
関連感染により被害を被るこのがないように感染予防対策を講ずることを目的として平成3年10月に本委員会を
設置した。
　さらに平成15年4月より、感染対策委員会（ICC）の下部組織として、感染対策チーム（ICT）を発足させ、
機動性のある実行部隊として機能させている。
定期開催：
　①感染対策委員会（ICC）
　　月1回（最終週の水曜日…院内会議に引き続いて）。
　　2006年3月で通算135回を数える。メンバーは各所属の長で構成。
　②感染対策チーム（ICT）
　　原則的に月1回（第3週の水）　必要に応じて臨時招集あり。
　　2006年3月で通算42回を数える。
　　現在のメンバー　10名
　　　田垣、後藤（以上医局）、滝本、多田、中野渡、居上、白川（以上看護部）、風間（薬局）、中村（事務）、
　　　中川（検査科）
活動内容：
　1．検出菌（MRSA、緑膿菌、結核菌など）の月毎の報告（サーベイランス）
　2．感染対策マニュアルの整備
　　　　　　追加　新型インフルエンザ
　　　　　　改訂　尿路感染、消毒薬一覧
　3．ICT院内ラウンド（年1～2回の予定）
　　　H17年度はH18年1月17日に実施
　4．感染対策のための自己点検（月1回）の義務付けとチェック
　　　（平成16年7月より実施）
　5．感染対策のための院内講習会の開催　　（年1～2回の予定）
　　　　H17年6月23日実施
　　　　テーマ　病院感染対策
　　　　講　師　健栄製薬　赤木乳線氏
　　　　出席者　66名
　6．職員へのワクチン接種の実施（労働衛生委員会と共同事業）
　　　①インフルエンザ
　　　　　136（接種者）／！71（全職員）人　　　　接種率　79．5％
　　　②HB肝炎
　　　　　17人　　→全員抗体陽性化
　7．感染対策スタッフの講習会への派遣
　　　①平成17年度院内感染対策講習会（2005年10／17～10／1）
　　　　日本感染症学会、日本病院薬剤師会主催、札幌医大講堂にて
　　　　出席者　田垣　茂
　　　②第3回北海道感染対策セミナー（2005年11／5）
　　　　　北海道厚生年金会館にて　　出席者　田垣　茂、中尾英子
　　　③第3回ICS（infection　contro！s七aff）養成のための
　　　　「感染管理講習会」
　　　　1クール3回（2004年11／27、2005年2／19、5／14）
　　　　四病院団体協議会主催　笹川記念会館（東京）にて
　　　　出席者　中野渡　悟
結果、評価、対応1
　1．検出菌のサーベイランス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一80一
①結核菌
　　H17年度は5件の結核菌検出を認めた。4例は外来時点で診断し、速やかに専門施設に紹介している。
　　1例のみ入院後に排菌が確認されたが、肺結核疑いのもとに個室にて準隔離で対応しており、遺伝子診断
　（PCR）で確定後は結核病棟のある病院へ転院させている。
　　当院では呼吸器科があることから肺結核の患者さんが受診する可能性があること、また古い結核病変を
　　もった重症の透析患者さんもおり、常に結核菌の排菌の可能性を念頭に置く必要がある。そこで日頃より
　空気感染に対する対応を啓蒙している。
　　勿論年2回の定期健康診断にても、職員に結核感染者は認めていない。
②MRSA
　　当院では慢性呼吸不全で長期にわたり酸素療法やさらにNPPV療法を併用している患者さんや様々な合
　併症を有した血液透析あるいは腹膜透析を行っている患者さんが多く、MRSAの保菌者が常に存在して
　いる。いわゆるcompromised　hostの状態にある場合もしばしばあり、時に呼吸器、尿路、腹膜感染症の
　発生を認める。MRSA感染症の発生や菌の検出状況には感染委員会で細心の注意を払っており、これま
　で交叉感染をきたした事例はない。
　　平成17年度のMRSAの検出状況は、別表による。
③緑膿菌
　　慢性疾患患者さんが多いこともあり、常に喀疾などからの検出があるが（ほぼ定着菌）、多剤耐性緑膿
　菌は現在まで検出されていない。
④その他
　　療養病棟で他施設より転院の患者さん1名に疵癬発症（既往あり）。
　　皮膚科受診で治療し、治癒。他の患者さんからの発生はなかった。
　　その他特殊な菌の検出はなし。
2．自己点検、院内ラウンドの成果として、手洗い行動の励行、マニュアルの存在の認識、ゴミの分別の徹底
　化が図られている。
文責　　田垣　　茂
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2005年度MRSA院内感染情報
平成18年4，月1日現在
部　位 H17．4月 5月
6，月 7月 8月 9月 上半期（計） 10月 11月 12月 H18．1月 2，月 3，月 下半期（計） 合計
件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数
喀　疾 6 4 3 5 5 10 33 10 8 4 4 1 6 33 66
鼻　汁 0 0 0
耳　漏 0 1 1 1
尿 1 1 2 1 1 4 5
静脈血 1 ！ 2 1 1 3
気切部 0 1 1 1
IVH挿入部 1 1 2 0 2
胸　水 3 3 1 1 2 5
便 1 1 1 2 5 1 1 6
創　部 1 2 1 4 1 1 2 4 8
CAPD排液 0 6 6 6
気管チューブ 0 1 2 1 4 4
咽　頭 0 1 1 1
腹　水 0 1 1 1
胃ろう部 0 1 1 1
件数計 7 5 3 8 10 17 50 21 11 8　　　　8　　　　4　　　　8 60 110
人　数 4 3 3 6 8 9 33 13 9 7　　　　7　　　　3　　　　6 45 78
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